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※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）

生活困窮者を「支え合いマップづくり」等を活用して早期に発見し、支援につながるよう、地域

と連携する必要がある。子どもの学習支援事業についても実施に向けて検討を行う。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

　関係部署・関係機関との連携も進んできており、機能的になってきている。平成30年度に機構

改革により新設された市民総合相談係に配置されたことで、さらに連携が進んでいると感じてい

る。

2019年度方向性

市民総合相談係への「くらしサポートセンター」統合による更なる包括的な相談支援体制の構築

を図るとともに、実施中の事業に加え、地域福祉の推進のための事業構築に向けた協議を進め

る。

事業の意図
・生活保護に陥る前に、自立した生活が送れるよう支援する。

・地域社会から孤立した生活困窮者を早期に把握し、自立支援につなげる。

事業の実績

と

成果

取組内容

・生活困窮者自立支援事業・・相談・受付・支援プラン作成・支援調整会議開催（8回）・

支援方針決定・支援

・社会福祉協議会への業務委託締結事務

成　果
生活困窮者自立支援事業が認識されつつあり、関係部署・機関からの紹介や問合せによる

支援を行うケースが増加した。

事業名 生活困窮者自立支援事業 総事業費 7,691 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 地域福祉の充実

基本事業名 生活困窮者の自立支援


